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【手続補正書】
【提出日】平成26年1月23日(2014.1.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチホップ通信を行うマルチホップネットワークシステムであって、
　当該マルチホップネットワークシステムの最上位に接続されている親装置と、
　当該マルチホップネットワークシステムの末端に接続されている子装置と、
　前記子装置から前記親装置へ送信されたパケットデータを転送する中継装置と、
　前記前記親装置と中継装置とから報告される接続情報に基づいて、前記パケットデータ
の通信経路を示す通信経路表を作成し、該作成した通信経路表を前記親装置と前記中継装
置と前記子装置とへ配布するサーバとから構成され、
　前記親装置は、前記接続情報を前記サーバへ報告し、
　前記子装置は、前記サーバから配布された通信経路表に基づいて、前記パケットデータ
を該通信経路表に示されている中継装置へ送信し、
　前記中継装置は、前記接続情報を前記サーバへ報告し、前記サーバから配布された通信
経路表に基づいて、前記子装置から送信されてきた前記パケットデータを該通信経路表に
示されている中継装置または親装置へ転送し、前記通信経路表に示されている通信経路す
べてが通信不可能となった場合、自律ルーティング機能を用いて通信を継続し、該自律ル
ーティング機能を用いて取得した接続情報を前記サーバへ報告し、
　前記サーバは、該報告された接続情報に基づいて、前記通信経路表を更新し、該更新し
た通信経路表を前記親装置と前記中継装置と前記子装置とへ配布するマルチホップネット
ワークシステム。
【請求項２】
　請求項１に記載のマルチホップネットワークシステムにおいて、
　前記サーバは、前記子装置から前記親装置へ複数の通信経路が存在する場合、該複数の
通信経路を示す前記通信経路表を作成することを特徴とするマルチホップネットワークシ
ステム。
【請求項３】
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　請求項１に記載のマルチホップネットワークシステムにおいて、
　前記サーバは、前記通信経路表に、前記子装置および前記中継装置それぞれが前記パケ
ットデータを送信する送信タイミングを含めて、該通信経路表を作成し、
　前記子装置は、前記通信経路表に示されている送信タイミングに応じたタイミングで、
前記パケットデータを送信し、
　前記中継装置は、前記通信経路表に示されている送信タイミングに応じたタイミングで
、前記パケットデータを送信することを特徴とするマルチホップネットワークシステム。
【請求項４】
　請求項１に記載のマルチホップネットワークシステムにおいて、
　前記中継装置は、当該中継装置との接続されている中継装置および子装置以外に、新た
に中継装置または子装置の接続があった際、当該接続を示す接続情報を前記サーバへ報告
し、
　前記サーバは、該報告された接続情報に基づいて、前記通信経路表を更新し、該更新し
た通信経路表を前記親装置と前記中継装置と前記子装置とへ配布することを特徴とするマ
ルチホップネットワークシステム。
【請求項５】
　請求項１に記載のマルチホップネットワークシステムにおいて、
　前記サーバは、前記親装置または前記中継装置から、該親装置または該中継装置におけ
るパケットデータの受信品質を示す受信品質情報が送信されてきた場合、該受信品質情報
が示す受信品質に基づいて、前記通信経路に優先順位を付与し、該優先順位を示す優先順
位情報を含めて、該通信経路表を作成し、
　前記子装置は、前記通信経路表に示されている優先順位情報が示す優先順位に基づいて
、前記パケットデータを送信し、
　前記中継装置は、前記通信経路表に示されている優先順位情報が示す優先順位に基づい
て、前記パケットデータを転送することを特徴とするマルチホップネットワークシステム
。
【請求項６】
　マルチホップ通信を行うマルチホップネットワークシステムを構成する複数の通信装置
から報告される接続情報に基づいて、前記通信装置が送受信するパケットデータの通信経
路を示す通信経路表を作成する経路表作成部と、
　前記経路表作成部が作成した通信経路表を、前記複数の通信装置へ配布する経路表配布
部とを有するサーバ。
【請求項７】
　マルチホップネットワークシステムの末端に接続されている子装置から、中継装置を介
して、前記マルチホップネットワークシステムの最上位に接続されている親装置へパケッ
トデータを送信する通信経路を通知する経路通知方法であって、
　前記親装置が、当該親装置の接続情報を、当該親装置と接続されたサーバへ報告する処
理と、
　前記中継装置が、当該中継装置の接続情報を前記サーバへ報告する処理と、
　前記サーバが、前記親装置と前記中継装置とから報告される接続情報に基づいて、前記
パケットデータの通信経路を示す通信経路表を作成する処理と、
　前記サーバが、前記作成した通信経路表を前記親装置と前記中継装置と前記子装置とへ
配布する処理と、
　前記子装置が、前記サーバから配布された通信経路表に基づいて、前記パケットデータ
を該通信経路表に示されている中継装置へ送信する処理と、
　前記中継装置が、前記サーバから配布された通信経路表に基づいて、前記子装置から送
信されてきた前記パケットデータを該通信経路表に示されている中継装置または親装置へ
転送する処理とを行う経路通知方法。
【請求項８】
　マルチホップ通信を行うマルチホップネットワークシステムであって、
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　当該マルチホップネットワークシステムの最上位に接続されている親装置と、
　当該マルチホップネットワークシステムの末端に接続されている子装置と、
　前記子装置から前記親装置へ送信されたパケットデータを転送する中継装置と、
　前記前記親装置と中継装置とから報告される接続情報に基づいて、前記パケットデータ
の通信経路を示す通信経路表を作成し、該作成した通信経路表を前記親装置と前記中継装
置と前記子装置とへ配布するサーバとから構成され、
　前記親装置は、前記接続情報を前記サーバへ報告し、
　前記子装置は、前記サーバから配布された通信経路表に基づいて、前記パケットデータ
を該通信経路表に示されている中継装置へ送信し、
　前記中継装置は、前記接続情報を前記サーバへ報告し、前記サーバから配布された通信
経路表に基づいて、前記子装置から送信されてきた前記パケットデータを該通信経路表に
示されている中継装置または親装置へ転送し、
　前記サーバは、前記通信経路表に、前記子装置および前記中継装置それぞれが前記パケ
ットデータを送信する送信タイミングを含めて、該通信経路表を作成し、
　前記子装置は、前記通信経路表に示されている送信タイミングに応じたタイミングで、
前記パケットデータを送信し、
　前記中継装置は、前記通信経路表に示されている送信タイミングに応じたタイミングで
、前記パケットデータを送信するマルチホップネットワークシステム。
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